
(57)【要約】

【課題】設置スペースが小さく、給電点が１つで済み、

回路構成が簡単な周波数共用アンテナを提供する。

【解決手段】第１アンテナ素子１１が逆Ｆ型であって、

第２アンテナ素子１２が逆Ｌ型であるため、第１アンテ

ナ素子１１の外側縁に沿って第２アンテナ素子１２を配

置して、第１及び第２アンテナ素子１１，１２を接近さ

せることができ、設置スペースを小さくすることができ

る。また、第１及び第２アンテナ素子１１，１２を適宜

に接近させて、第１及び第２アンテナ素子１１，１２を

結合させることができるので、第１及び第２アンテナ素

子１１，１２の共振周波数を１つの給電点Ｖａｃを通じ

て利用することができる。つまり、この周波数共用アン

テナ１０を第１及び第２アンテナ素子１１，１２の共振

周波数に対応する２つの無線周波数帯域で利用すること

ができる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
逆 Ｆ 型 の 第 １ ア ン テ ナ 素 子 、 及 び 逆 Ｌ 型 の 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 を 備 え 、
第 １ ア ン テ ナ 素 子 は 、 グ ラ ン ド 面 に 略 平 行 な 逆 Ｆ 型 用 第 １ 導 体 と 、 逆 Ｆ 型 用 第 １ 導 体 の 一
端 を 給 電 点 に 接 続 す る 逆 Ｆ 型 用 第 ２ 導 体 と 、 逆 Ｆ 型 用 第 １ 導 体 の 両 端 か ら 外 れ る 部 位 を グ
ラ ン ド 面 に 接 続 す る 逆 Ｆ 型 用 第 ３ 導 体 と を 有 し 、
第 ２ ア ン テ ナ 素 子 は 、 グ ラ ン ド 面 に 略 平 行 な 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 と 、 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 の 一
端 を グ ラ ン ド 面 に 接 続 す る 逆 Ｌ 型 用 第 ２ 導 体 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 周 波 数 共 用 ア ン
テ ナ 。
【 請 求 項 ２ 】
逆 Ｆ 型 用 第 １ 導 体 及 び 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 が 略 平 行 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載
の 周 波 数 共 用 ア ン テ ナ 。
【 請 求 項 ３ 】
グ ラ ン ド 面 か ら の 逆 Ｆ 型 用 第 １ 導 体 の 高 さ と 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 の 高 さ が 異 な る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 周 波 数 共 用 ア ン テ ナ 。
【 請 求 項 ４ 】
逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 が 逆 Ｆ 型 用 第 １ 導 体 よ り も 上 方 に 配 置 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３
に 記 載 の 周 波 数 共 用 ア ン テ ナ 。
【 請 求 項 ５ 】
逆 Ｆ 型 用 第 １ 導 体 と 逆 Ｆ 型 用 第 ２ 導 体 の 長 さ の 和 が 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 と 逆 Ｌ 型 用 第 ２ 導 体
の 長 さ の 和 と は 異 な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 周 波 数 共 用 ア ン テ ナ 。
【 請 求 項 ６ 】
逆 Ｆ 型 用 第 １ 導 体 及 び 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 の 少 な く と も 一 方 の 先 端 を ル ー プ 状 に 形 成 し た こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 周 波 数 共 用 ア ン テ ナ 。
【 請 求 項 ７ 】
逆 Ｆ 型 用 第 １ 導 体 及 び 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 の 少 な く と も 一 方 の 先 端 に パ ッ チ を 設 け た こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 周 波 数 共 用 ア ン テ ナ 。
【 請 求 項 ８ 】
第 １ ア ン テ ナ 素 子 及 び 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 の 少 な く と も 一 方 の 各 導 体 が 板 状 で あ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 周 波 数 共 用 ア ン テ ナ 。
【 請 求 項 ９ 】
板 状 の 各 導 体 の 幅 方 向 が グ ラ ン ド 面 に 対 し て 略 垂 直 な 面 に 沿 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８
に 記 載 の 周 波 数 共 用 ア ン テ ナ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
逆 Ｆ 型 用 第 １ 導 体 及 び 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 の 少 な く と も 一 方 の 先 端 を 折 り 曲 げ た こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 周 波 数 共 用 ア ン テ ナ 。
【 請 求 項 １ １ 】
長 さ の 略 等 し い 複 数 の 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 周 波
数 共 用 ア ン テ ナ 。
【 請 求 項 １ ２ 】
少 な く と も １ つ の 逆 Ｌ 型 の 第 ３ ア ン テ ナ 素 子 を 更 に 備 え 、
第 ３ ア ン テ ナ 素 子 は 、 グ ラ ン ド 面 に 略 平 行 な 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 と 、 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 の 一
端 を グ ラ ン ド 面 に 接 続 す る 逆 Ｌ 型 用 第 ２ 導 体 と を 有 し 、
第 ３ ア ン テ ナ 素 子 の 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 と 逆 Ｌ 型 用 第 ２ 導 体 の 長 さ の 和 は 、 第 １ ア ン テ ナ 素
子 の 逆 Ｆ 型 用 第 １ 導 体 と 逆 Ｆ 型 用 第 ２ 導 体 の 長 さ の 和 、 及 び 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 の 逆 Ｌ 型 用
第 １ 導 体 と 逆 Ｌ 型 用 第 ２ 導 体 の 長 さ の 和 の い ず れ と も 異 な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に
記 載 の 周 波 数 共 用 ア ン テ ナ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】

10

20

30

40

50

(2) JP 2004-129062 A 2004.4.22



本 発 明 は 、 複 数 の 無 線 周 波 数 帯 域 に 対 応 可 能 な 周 波 数 共 用 ア ン テ ナ に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
周 知 の 様 に 無 線 通 信 機 器 に は 、 複 数 の 無 線 周 波 数 帯 域 の 通 信 を 行 な う も の が あ る 。 例 え ば
、 Ｆ Ｄ Ｄ （ ｆ ｒ ｅ ｑ ｕ ｅ ｎ ｃ ｙ 　 ｄ ｉ ｖ ｉ ｓ ｉ ｏ ｎ 　 ｄ ｕ ｐ ｌ ｅ ｘ ） 方 式 で は 、 送 信 と 受
信 別 に 、 そ れ ぞ れ の 無 線 周 波 数 帯 域 を 用 い る 。 ま た 、 Ｔ Ｄ Ｄ （ ｔ ｉ ｍ ｅ 　 ｄ ｉ ｖ ｉ ｓ ｉ ｏ
ｎ 　 ｄ ｕ ｐ ｌ ｅ ｘ ） 方 式 で は 、 送 信 と 受 信 で 同 一 の 無 線 周 波 数 帯 域 を 用 い る も の の 、 異 な
る 規 格 （ 異 な る 無 線 周 波 数 帯 域 ） の 通 信 を 選 択 的 に 行 な う こ と が 多 く 、 １ つ の 無 線 周 波 数
と そ の ２ 倍 の 他 の 無 線 周 波 数 の い ず れ で も 、 送 受 信 を 行 な う こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
一 方 、 小 型 の 携 帯 用 無 線 通 信 機 器 等 に お い て は 、 機 器 の 筐 体 に 収 め る べ く ア ン テ ナ の 小 型
化 が 必 要 と さ れ 、 こ の 小 型 化 の た め に 逆 Ｆ 型 ア ン テ ナ が 広 く 採 用 さ れ て い る 。 と こ ろ が 、
こ の 逆 Ｆ 型 ア ン テ ナ の 無 線 周 波 数 帯 域 幅 は 、 比 帯 域 で 数 ％ 程 度 で あ っ て 狭 い 。 ま た 、 一 般
に 、 ア ン テ ナ を 小 型 化 す る 程 、 そ の 無 線 周 波 数 帯 域 が 狭 く な る 。 従 っ て 、 小 型 の 逆 Ｆ 型 ア
ン テ ナ に よ り 、 複 数 の 無 線 周 波 数 帯 域 の 通 信 を 行 な う こ と は 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の た め 、 例 え ば 図 １ ２ に 示 す 様 に 相 互 に 異 な る そ れ ぞ れ の 無 線 周 波 数 帯 域 を 有 す る 複 数
の 逆 Ｆ 型 ア ン テ ナ １ ０ １ ， １ ０ ２ を グ ラ ン ド 面 １ ０ ４ 上 に 設 け 、 各 逆 Ｆ 型 ア ン テ ナ １ ０ １
， １ ０ ２ を ア ン テ ナ ス イ ッ チ １ ０ ３ を 介 し て 送 受 信 回 路 及 び ベ ー ス バ ン ド 回 路 １ ０ ５ に 切
り 換 え 接 続 し 、 各 無 線 周 波 数 帯 域 の 通 信 を 選 択 的 に 行 な っ て い た （ 特 許 文 献 １ を 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ５ ７ ６ １ ９ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 図 １ ２ に 示 す 従 来 の 方 法 で は 、 複 数 の 逆 Ｆ 型 ア ン テ ナ を 相 互 に 離 間 さ せ て
設 け る の で 、 そ れ ぞ れ の ア ン テ ナ の 設 置 ス ペ ー ス が 必 要 と な り 、 小 型 の 通 信 機 器 へ の 適 用
そ の も の が 困 難 で あ っ た 。 ま た 、 各 逆 Ｆ 型 ア ン テ ナ に そ れ ぞ れ の 給 電 点 Ｖ ａ ｃ を 設 け 、 そ
れ ぞ れ の 給 電 線 を 引 き 回 す 必 要 が あ っ て 、 繁 雑 な 作 業 が 必 要 と な り 、 こ の 点 で も 小 型 の 通
信 機 器 へ の 適 用 が 困 難 で あ り 、 か つ コ ス ト が 上 昇 し た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
そ こ で 、 本 発 明 は 、 上 記 従 来 の 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 設 置 ス ペ ー ス が 小 さ
く 、 給 電 点 が １ つ で 済 み 、 回 路 構 成 が 簡 単 な 周 波 数 共 用 ア ン テ ナ を 提 供 す る こ と を 目 的 と
す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 周 波 数 共 用 ア ン テ ナ は 、 逆 Ｆ 型 の 第 １ ア ン テ ナ 素 子
、 及 び 逆 Ｌ 型 の 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 を 備 え 、 第 １ ア ン テ ナ 素 子 は 、 グ ラ ン ド 面 に 略 平 行 な 逆
Ｆ 型 用 第 １ 導 体 と 、 逆 Ｆ 型 用 第 １ 導 体 の 一 端 を 給 電 点 に 接 続 す る 逆 Ｆ 型 用 第 ２ 導 体 と 、 逆
Ｆ 型 用 第 １ 導 体 の 両 端 か ら 外 れ る 部 位 を グ ラ ン ド 面 に 接 続 す る 逆 Ｆ 型 用 第 ３ 導 体 と を 有 し
、 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 は 、 グ ラ ン ド 面 に 略 平 行 な 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 と 、 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 の
一 端 を グ ラ ン ド 面 に 接 続 す る 逆 Ｌ 型 用 第 ２ 導 体 と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の 様 な 構 成 の 本 発 明 の 周 波 数 共 用 ア ン テ ナ に よ れ ば 、 第 １ ア ン テ ナ 素 子 が 逆 Ｆ 型 で あ っ
て 、 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 が 逆 Ｌ 型 で あ る 。 こ れ ら の ア ン テ ナ 素 子 の 形 状 の 設 定 に よ り 、 こ れ
ら の ア ン テ ナ 素 子 を 相 互 に 接 近 さ せ て 設 置 す る こ と が で き 、 設 置 ス ペ ー ス を 小 さ く す る こ
と が で き る 。 ま た 、 第 １ 及 び 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 を 適 宜 に 接 近 さ せ て 、 こ れ ら の ア ン テ ナ 素
子 を 結 合 さ せ る こ と が で き る の で 、 こ れ ら の ア ン テ ナ 素 子 の 共 振 周 波 数 を １ つ の 給 電 点 を
通 じ て 利 用 す る こ と が で き る 。 更 に 、 第 １ ア ン テ ナ 素 子 が 逆 Ｆ 型 な の で 、 逆 Ｆ 型 用 第 ３ 導
体 の 位 置 を 調 整 す る こ と に よ り 、 こ の 周 波 数 共 用 ア ン テ ナ の イ ン ピ ー ダ ン ス マ ッ チ ン グ を
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図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 本 発 明 に お い て は 、 逆 Ｆ 型 用 第 １ 導 体 及 び 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 が 略 平 行 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ の 様 に 逆 Ｆ 型 用 第 １ 導 体 及 び 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 を 略 平 行 に す れ ば 、 こ の 周 波 数 共 用 ア ン
テ ナ の 特 性 を 良 好 な も の に 設 定 す る こ と が で き 、 か つ 小 型 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
更 に 、 本 発 明 に お い て は 、 グ ラ ン ド 面 か ら の 逆 Ｆ 型 用 第 １ 導 体 の 高 さ と 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体
の 高 さ が 異 な っ て い る 。 そ し て 、 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 が 逆 Ｆ 型 用 第 １ 導 体 よ り も 上 方 に 配 置
さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ の 場 合 は 、 逆 Ｆ 型 用 第 １ 導 体 の 高 さ と 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 の 高 さ を そ れ ぞ れ 適 宜 に 設 定 す
る こ と に よ り 、 第 １ 及 び 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 を 適 宜 に 接 近 さ せ る こ と が で き 、 設 置 ス ペ ー ス
を 小 さ く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 本 発 明 に お い て は 、 逆 Ｆ 型 用 第 １ 導 体 と 逆 Ｆ 型 用 第 ２ 導 体 の 長 さ の 和 が 逆 Ｌ 型 用 第
１ 導 体 と 逆 Ｌ 型 用 第 ２ 導 体 の 長 さ の 和 と は 異 な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
こ れ に よ り 第 １ 及 び 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 の 共 振 周 波 数 を 相 互 に 適 宜 に ず ら す こ と が で き 、 そ
れ ぞ れ の 無 線 周 波 数 帯 域 の 通 信 を 行 な う こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
更 に 、 本 発 明 に お い て は 、 逆 Ｆ 型 用 第 １ 導 体 及 び 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 の 少 な く と も 一 方 の 先
端 を ル ー プ 状 に 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ の 様 に 逆 Ｆ 型 用 第 １ 導 体 や 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 の 先 端 を ル ー プ 状 に 形 成 す れ ば 、 第 １ ア ン
テ ナ 素 子 や 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 の 無 線 周 波 数 帯 域 を 広 げ る こ と が で き る 。 特 に 、 第 １ 及 び 第
２ ア ン テ ナ 素 子 間 の 結 合 が 不 足 し て 、 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 の 無 線 周 波 数 帯 域 が 狭 く な っ た と
き に は 、 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 の 先 端 を ル ー プ 状 に 形 成 す る こ と に よ り 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 の 無
線 周 波 数 帯 域 の 拡 大 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 、 本 発 明 に お い て は 、 逆 Ｆ 型 用 第 １ 導 体 及 び 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 の 少 な く と も 一 方 の 先
端 に パ ッ チ を 設 け て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
こ の 様 に 逆 Ｆ 型 用 第 １ 導 体 や 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 の 先 端 に パ ッ チ を 設 け る こ と に よ っ て も 、
こ れ ら の 導 体 の 先 端 を ル ー プ 状 に 形 成 す る こ と と 同 等 の 作 用 並 び に 効 果 を 達 成 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
更 に 、 本 発 明 に お い て は 、 第 １ ア ン テ ナ 素 子 及 び 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 の 少 な く と も 一 方 の 各
導 体 が 板 状 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ の 様 に 第 １ ア ン テ ナ 素 子 や 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 の 各 導 体 を 板 状 に す れ ば 、 第 １ ア ン テ ナ 素
子 や 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 の 無 線 周 波 数 帯 域 を 広 げ る こ と が で き る 。 特 に 、 第 １ 及 び 第 ２ ア ン
テ ナ 素 子 間 の 結 合 が 不 足 し て 、 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 の 無 線 周 波 数 帯 域 が 狭 く な っ た と き に は
、 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 の 各 導 体 を 板 状 に す る こ と に よ り 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 の 無 線 周 波 数 帯 域
の 拡 大 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま た 、 本 発 明 に お い て は 、 板 状 の 各 導 体 の 幅 方 向 が グ ラ ン ド 面 に 対 し て 略 垂 直 な 面 に 沿 っ
て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ の 様 に 板 状 の 各 導 体 の 幅 方 向 が グ ラ ン ド 面 に 対 し て 略 垂 直 な 面 に 沿 っ て い れ ば 、 グ ラ ン
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ド 面 上 で の 該 周 波 数 共 用 ア ン テ ナ の 設 置 ス ペ ー ス を 小 さ く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
更 に 、 本 発 明 に お い て は 、 逆 Ｆ 型 用 第 １ 導 体 及 び 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 の 少 な く と も 一 方 の 先
端 を 折 り 曲 げ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
こ の 様 に 逆 Ｆ 型 用 第 １ 導 体 や 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 の 先 端 を 折 り 曲 げ れ ば 、 設 置 ス ペ ー ス を 小
さ く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま た 、 本 発 明 に お い て は 、 長 さ の 略 等 し い 複 数 の 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ の 様 に 長 さ の 略 等 し い 複 数 の 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 を 設 け る こ と に よ り 、 第 ２ ア ン テ ナ 素 子
の 無 線 周 波 数 帯 域 の 更 な る 拡 大 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
更 に 、 本 発 明 に お い て は 、 少 な く と も １ つ の 逆 Ｌ 型 の 第 ３ ア ン テ ナ 素 子 を 更 に 備 え 、 第 ３
ア ン テ ナ 素 子 は 、 グ ラ ン ド 面 に 略 平 行 な 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 と 、 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 の 一 端 を
グ ラ ン ド 面 に 接 続 す る 逆 Ｌ 型 用 第 ２ 導 体 と を 有 し 、 第 ３ ア ン テ ナ 素 子 の 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体
と 逆 Ｌ 型 用 第 ２ 導 体 の 長 さ の 和 は 、 第 １ ア ン テ ナ 素 子 の 逆 Ｆ 型 用 第 １ 導 体 と 逆 Ｆ 型 用 第 ２
導 体 の 長 さ の 和 、 及 び 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 の 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 と 逆 Ｌ 型 用 第 ２ 導 体 の 長 さ の
和 の い ず れ と も 異 な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
こ の 様 な 逆 Ｌ 型 の 第 ３ ア ン テ ナ 素 子 を 更 に 備 え る こ と に よ っ て 、 ３ つ 以 上 の 共 振 周 波 数 を
１ つ の 給 電 点 を 通 じ て 利 用 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 利 用 可 能 な 無 線 周 波 数 帯 域 を 更
に 増 や す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 添 付 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
図 １ は 、 本 発 明 の 周 波 数 共 用 ア ン テ ナ の 第 １ 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ る 。 本 実 施 形 態 の 周 波
数 共 用 ア ン テ ナ １ ０ は 、 逆 Ｆ 型 の 第 １ ア ン テ ナ 素 子 １ １ と 、 逆 Ｌ 型 の 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 １
２ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
第 １ ア ン テ ナ 素 子 １ １ は 、 グ ラ ン ド 面 Ｇ に 平 行 な 逆 Ｆ 型 用 第 １ 導 体 １ ３ と 、 逆 Ｆ 型 用 第 １
導 体 １ ３ の 一 端 １ ３ ａ を 給 電 点 Ｖ ａ ｃ に 接 続 す る 逆 Ｆ 型 用 第 ２ 導 体 １ ４ と 、 逆 Ｆ 型 用 第 １
導 体 １ ３ の 両 端 か ら 外 れ る 部 位 １ ３ ｂ を グ ラ ン ド 面 Ｇ に 接 続 す る 逆 Ｆ 型 用 第 ３ 導 体 １ ５ と
を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
尚 、 グ ラ ン ド 面 Ｇ は 、 ｘ ｙ 方 向 に 広 が っ て お り 、 グ ラ ン ド 面 Ｇ の 法 線 方 向 が ｚ 方 向 と な っ
て い る 。 ｘ ｙ ｚ 座 標 系 に お い て は 、 逆 Ｆ 型 用 第 １ 導 体 １ ３ が ｘ 方 向 に 延 び 、 逆 Ｆ 型 用 第 ２
導 体 １ ４ 及 び 逆 Ｆ 型 用 第 ３ 導 体 １ ５ が ｚ 方 向 に 延 び て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
第 ２ ア ン テ ナ 素 子 １ ２ は 、 グ ラ ン ド 面 Ｇ に 略 平 行 な 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 １ ６ と 、 逆 Ｌ 型 用 第
１ 導 体 １ ６ の 一 端 １ ６ ａ を グ ラ ン ド 面 Ｇ に 接 続 す る 逆 Ｌ 型 用 第 ２ 導 体 １ ７ と を 有 し て い る
。 ｘ ｙ ｚ 座 標 系 に お い て は 、 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 １ ６ が ｘ 方 向 に 延 び 、 逆 Ｌ 型 用 第 ２ 導 体 １
７ が ｚ 方 向 に 延 び て い る 。 従 っ て 、 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 １ ６ が 逆 Ｆ 型 用 第 １ 導 体 １ ３ と 平 行
で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
こ の 様 な 周 波 数 共 用 ア ン テ ナ １ ０ で は 、 第 １ ア ン テ ナ 素 子 １ １ が 逆 Ｆ 型 で あ っ て 、 第 ２ ア
ン テ ナ 素 子 １ ２ が 逆 Ｌ 型 で あ る た め 、 第 １ ア ン テ ナ 素 子 １ １ の 外 側 縁 に 沿 っ て 第 ２ ア ン テ
ナ 素 子 １ ２ を 配 置 す れ ば 、 第 １ 及 び 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 １ １ ， １ ２ を 接 近 さ せ る こ と が で き
、 設 置 ス ペ ー ス を 小 さ く す る こ と が で き る 。 ま た 、 第 １ 及 び 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 １ １ ， １ ２
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を 適 宜 に 接 近 さ せ て 、 第 １ 及 び 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 １ １ ， １ ２ を 結 合 さ せ る こ と が で き る の
で 、 第 １ 及 び 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 １ １ ， １ ２ の 共 振 周 波 数 を １ つ の 給 電 点 Ｖ ａ ｃ を 通 じ て 利
用 す る こ と が で き る 。 つ ま り 、 こ の 周 波 数 共 用 ア ン テ ナ １ ０ を 第 １ 及 び 第 ２ ア ン テ ナ 素 子
１ １ ， １ ２ の 共 振 周 波 数 に 対 応 す る ２ つ の 無 線 周 波 数 帯 域 で 利 用 す る こ と が で き る 。 更 に
、 第 １ ア ン テ ナ 素 子 １ １ が 逆 Ｆ 型 で あ る の で 、 逆 Ｆ 型 用 第 ３ 導 体 １ ５ が 逆 Ｆ 型 用 第 １ 導 体
１ ３ へ 接 続 さ れ る 位 置 を 調 整 す る こ と に よ り 、 こ の 周 波 数 共 用 ア ン テ ナ １ ０ の イ ン ピ ー ダ
ン ス マ ッ チ ン グ を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ま た 、 周 波 数 共 用 ア ン テ ナ １ ０ で は 、 第 １ ア ン テ ナ 素 子 １ １ の 逆 Ｆ 型 用 第 １ 導 体 １ ３ と 逆
Ｆ 型 用 第 ２ 導 体 １ ４ の 長 さ の 和 を 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 １ ２ の 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 １ ６ と 逆 Ｌ 型
用 第 ２ 導 体 １ ７ の 長 さ の 和 と 異 な ら せ て い る 。 こ こ で 、 そ れ ぞ れ の 長 さ は 、 第 １ 及 び 第 ２
ア ン テ ナ 素 子 １ １ ， １ ２ の 共 振 周 波 数 決 定 す る 重 要 な 要 素 で あ る 。 必 要 な 各 共 振 周 波 数 を
ｆ １ ， ｆ ２ と し 、 各 共 振 周 波 数 を ｆ １ ， ｆ ２ に 対 応 す る そ れ ぞ れ の 波 長 を λ １ ， λ ２ と す
る と 、 第 １ ア ン テ ナ 素 子 １ １ の 逆 Ｆ 型 用 第 １ 導 体 １ ３ と 逆 Ｆ 型 用 第 ２ 導 体 １ ４ の 長 さ の 和
を 波 長 λ １ の １ ０ ％ ～ ４ ０ ％ に 設 定 し 、 か つ 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 １ ２ の 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 １
６ と 逆 Ｌ 型 用 第 ２ 導 体 １ ７ の 長 さ の 和 を 波 長 λ ２ の １ ０ ％ ～ ４ ０ ％ に 設 定 す る こ と が 望 ま
し い 。 こ れ に よ り 、 図 ２ の グ ラ フ に 示 す 様 な 各 共 振 周 波 数 ｆ １ ， ｆ ２ の ２ つ の 谷 を 有 す る
良 好 な ア ン テ ナ 特 性 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
ま た 、 周 波 数 共 用 ア ン テ ナ １ ０ で は 、 第 １ 及 び 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 １ １ ， １ ２ が 遠 す ぎ て も
、 ま た 近 す ぎ て も 、 周 波 数 共 用 ア ン テ ナ １ ０ の 特 性 が 悪 化 す る 。 そ こ で 、 例 え ば 図 ３ （ ａ
） ， （ ｂ ） に 示 す 様 に 、 第 １ 及 び 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 １ １ ， １ ２ を ｙ 方 向 の み で な く 、 ｚ 方
向 や ｘ 方 向 に も 離 間 さ せ て 距 離 を 調 整 す る 。 つ ま り 、 逆 Ｆ 型 用 第 １ 導 体 １ ３ と 逆 Ｌ 型 用 第
１ 導 体 １ ６ を ｙ 方 向 に 加 え ｚ 方 向 で も 離 間 さ せ 、 あ る い は 、 逆 Ｆ 型 用 第 ２ 導 体 １ ４ と 逆 Ｌ
型 用 第 ２ 導 体 １ ７ を ｙ 方 向 に 加 え ｘ 方 向 で も 離 間 さ せ る こ と で 、 第 １ 及 び 第 ２ ア ン テ ナ 素
子 １ １ ， １ ２ 間 の 距 離 を 調 整 す る 。 あ る い は 、 図 ４ （ ａ ） ， （ ｂ ） に 示 す 様 に 第 １ 及 び 第
２ ア ン テ ナ 素 子 １ １ ， １ ２ を ｙ 方 向 へ は 離 間 せ ず 、 逆 Ｆ 型 用 第 １ 導 体 １ ３ と 逆 Ｌ 型 用 第 １
導 体 １ ６ を ｚ 方 向 の み で 離 間 さ せ 、 逆 Ｆ 型 用 第 ２ 導 体 １ ４ と 逆 Ｌ 型 用 第 ２ 導 体 １ ７ を ｘ 方
向 の み で 離 間 さ せ る こ と で 、 第 １ 及 び 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 １ １ ， １ ２ 間 の 距 離 を 調 整 し て も
良 い 。 こ の 場 合 は 、 第 １ 及 び 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 １ １ ， １ ２ が グ ラ ン ド 面 Ｇ に 対 し て 垂 直 な
同 一 面 に 入 る の で 、 グ ラ ン ド 面 Ｇ 上 で の 周 波 数 共 用 ア ン テ ナ １ ０ の 設 置 ス ペ ー ス を 最 小 限
に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
図 ５ は 、 本 発 明 の 周 波 数 共 用 ア ン テ ナ の 第 ２ 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ る 。 尚 、 図 ５ に お い て
、 図 １ の ア ン テ ナ １ ０ と 同 様 の 作 用 を 果 た す 部 位 に は 同 じ 符 号 を 付 す 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
本 実 施 形 態 の 周 波 数 共 用 ア ン テ ナ ２ ０ は 、 図 １ の 逆 Ｌ 型 の 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 １ ２ の 代 わ り
に 、 逆 Ｌ 型 の 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 ２ １ を 備 え て い る 。 こ の 逆 Ｌ 型 の 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 ２ １ は
、 ｘ 方 向 に 延 び る 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 ２ ２ と 、 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 ２ ２ の 一 端 ２ ２ ａ を グ ラ ン
ド 面 Ｇ に 接 続 す る 逆 Ｌ 型 用 第 ２ 導 体 ２ ３ と を 有 し て お り 、 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 ２ ２ の 先 端 ２
２ ｂ に ル ー プ ２ ４ を 形 成 し て 接 続 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
こ の 様 に 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 ２ ２ の 先 端 ２ ２ ｂ に ル ー プ ２ ４ を 形 成 す れ ば 、 逆 Ｌ 型 の 第 ２ ア
ン テ ナ 素 子 ２ １ の 無 線 周 波 数 帯 域 を 広 げ る こ と が で き る 。 特 に 、 第 １ 及 び 第 ２ ア ン テ ナ 素
子 １ １ ， ２ １ の 結 合 が 不 足 し て 、 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 ２ １ の 無 線 周 波 数 帯 域 が 狭 く な っ た と
き に は 、 ル ー プ ２ ４ を 設 け る こ と が 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
尚 、 第 １ ア ン テ ナ 素 子 １ １ の 逆 Ｆ 型 用 第 １ 導 体 １ ３ の 先 端 に ル ー プ を 接 続 し て 、 第 １ ア ン
テ ナ 素 子 １ １ の 無 線 周 波 数 帯 域 を 広 げ て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
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図 ６ は 、 本 発 明 の 周 波 数 共 用 ア ン テ ナ の 第 ３ 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ る 。 尚 、 図 ６ に お い て
、 図 １ の ア ン テ ナ １ ０ と 同 様 の 作 用 を 果 た す 部 位 に は 同 じ 符 号 を 付 す 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
本 実 施 形 態 の 周 波 数 共 用 ア ン テ ナ ３ ０ は 、 図 １ の 逆 Ｌ 型 の 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 １ ２ の 代 わ り
に 、 逆 Ｌ 型 の 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 ３ １ を 備 え て い る 。 こ の 逆 Ｌ 型 の 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 ３ １ は
、 ｘ 方 向 に 延 び る 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 ３ ２ と 、 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 ３ ２ の 一 端 ３ ２ ａ を グ ラ ン
ド 面 Ｇ に 接 続 す る 逆 Ｌ 型 用 第 ２ 導 体 ３ ３ と を 有 し て お り 、 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 ３ ２ の 先 端 ３
２ ｂ に パ ッ チ ３ ４ を 形 成 し て 接 続 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
こ の 様 に 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 ３ ２ の 先 端 ３ ２ ｂ に パ ッ チ ３ ４ を 形 成 す る こ と に よ っ て も 、 図
５ の ル ー プ ２ ４ を 形 成 し た と き と 同 様 の 作 用 並 び に 効 果 を 達 成 す る こ と が で き 、 逆 Ｌ 型 の
第 ２ ア ン テ ナ 素 子 ３ １ の 無 線 周 波 数 帯 域 を 広 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
尚 、 第 １ ア ン テ ナ 素 子 １ １ の 逆 Ｆ 型 用 第 １ 導 体 １ ３ の 先 端 に パ ッ チ を 接 続 し て 、 第 １ ア ン
テ ナ 素 子 １ １ の 無 線 周 波 数 帯 域 を 広 げ て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
図 ７ は 、 本 発 明 の 周 波 数 共 用 ア ン テ ナ の 第 ４ 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ る 。 尚 、 図 ７ に お い て
、 図 １ の ア ン テ ナ １ ０ と 同 様 の 作 用 を 果 た す 部 位 に は 同 じ 符 号 を 付 す 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
本 実 施 形 態 の 周 波 数 共 用 ア ン テ ナ ４ ０ は 、 図 １ の 逆 Ｌ 型 の 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 １ ２ の 代 わ り
に 、 逆 Ｌ 型 の 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 ４ １ を 備 え て い る 。 こ の 逆 Ｌ 型 の 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 ４ １ は
、 ｘ 方 向 に 延 び る 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 ４ ２ と 、 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 ４ ２ の 一 端 ４ ２ ａ を グ ラ ン
ド 面 Ｇ に 接 続 す る 逆 Ｌ 型 用 第 ２ 導 体 ４ ３ と を 有 し て お り 、 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 ４ ２ 及 び 逆 Ｌ
型 用 第 ２ 導 体 ４ ３ と し て 、 ｙ 方 向 に 幅 広 と な る 板 状 の 導 体 を 用 い て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
こ の 様 に 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 ４ ２ 及 び 逆 Ｌ 型 用 第 ２ 導 体 ４ ３ を 板 状 の 導 体 で 形 成 す れ ば 、 逆
Ｌ 型 の 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 ４ １ の 無 線 周 波 数 帯 域 を 広 げ る こ と が で き る 。 特 に 、 第 １ 及 び 第
２ ア ン テ ナ 素 子 １ １ ， ４ １ の 結 合 が 不 足 し て 、 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 ４ １ の 無 線 周 波 数 帯 域 が
狭 く な っ た と き に は 、 板 状 の 導 体 を 用 い る こ と が 有 効 と な る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
尚 、 第 １ ア ン テ ナ 素 子 １ １ を 板 状 の 導 体 で 形 成 し て 、 第 １ ア ン テ ナ 素 子 １ １ の 無 線 周 波 数
帯 域 を 広 げ て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
図 ８ は 、 本 発 明 の 周 波 数 共 用 ア ン テ ナ の 第 ５ 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ る 。 尚 、 図 ８ に お い て
、 図 １ の ア ン テ ナ １ ０ と 同 様 の 作 用 を 果 た す 部 位 に は 同 じ 符 号 を 付 す 。
【 ０ ０ ５ １ 】
本 実 施 形 態 の 周 波 数 共 用 ア ン テ ナ ５ ０ は 、 図 １ の 逆 Ｌ 型 の 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 １ ２ の 代 わ り
に 、 逆 Ｌ 型 の 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 ５ １ を 備 え て い る 。 こ の 逆 Ｌ 型 の 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 ５ １ は
、 ｘ 方 向 に 延 び る 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 ５ ２ と 、 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 ５ ２ の 一 端 ５ ２ ａ を グ ラ ン
ド 面 Ｇ に 接 続 す る 逆 Ｌ 型 用 第 ２ 導 体 ５ ３ と を 有 し て お り 、 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 ５ ２ 及 び 逆 Ｌ
型 用 第 ２ 導 体 ５ ３ と し て 、 ｚ 方 向 に 幅 広 と な る 板 状 の 導 体 を 用 い て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
こ の 周 波 数 共 用 ア ン テ ナ ５ ０ に お い て も 、 図 ７ の 周 波 数 共 用 ア ン テ ナ ４ ０ と 同 様 の 作 用 並
び に 効 果 を 達 成 す る こ と が で き 、 逆 Ｌ 型 の 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 ５ １ の 無 線 周 波 数 帯 域 を 広 げ
る こ と が で き る 。 ま た 、 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 ５ ２ 及 び 逆 Ｌ 型 用 第 ２ 導 体 ５ ３ の 幅 方 向 が ｚ 方
向 と な る の で 、 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 ５ ２ 及 び 逆 Ｌ 型 用 第 ２ 導 体 ５ ３ の 幅 に よ り グ ラ ン ド 面 Ｇ
上 で の 設 置 ス ペ ー ス が 広 が ら ず に 済 む 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
図 ９ は 、 本 発 明 の 周 波 数 共 用 ア ン テ ナ の 第 ６ 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ る 。 尚 、 図 ９ に お い て
、 図 １ の ア ン テ ナ １ ０ と 同 様 の 作 用 を 果 た す 部 位 に は 同 じ 符 号 を 付 す 。
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【 ０ ０ ５ ４ 】
本 実 施 形 態 の 周 波 数 共 用 ア ン テ ナ ６ ０ は 、 図 １ の 逆 Ｌ 型 の 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 １ ２ の 代 わ り
に 、 逆 Ｌ 型 の 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 ６ １ を 備 え て い る 。 こ の 逆 Ｌ 型 の 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 ６ １ は
、 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 ６ ２ と 、 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 ６ ２ の 一 端 ６ ２ ａ を グ ラ ン ド 面 Ｇ に 接 続 す
る 逆 Ｌ 型 用 第 ２ 導 体 ６ ３ と を 有 し て い る 。 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 ６ ２ は 、 ｘ 方 向 に 延 び て 、 そ
の 先 端 近 傍 部 分 ６ ２ ｂ を グ ラ ン ド 面 Ｇ 側 に 折 り 曲 げ ら れ て い る 。 こ れ に よ り 、 周 波 数 共 用
ア ン テ ナ ６ ０ の 設 置 ス ペ ー ス が ｘ 方 向 で 縮 ん で 小 さ く な る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
尚 、 第 １ ア ン テ ナ 素 子 １ １ の 逆 Ｆ 型 用 第 １ 導 体 １ ３ の 先 端 部 分 を 折 り 曲 げ て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
図 １ ０ は 、 本 発 明 の 周 波 数 共 用 ア ン テ ナ の 第 ７ 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ る 。 尚 、 図 １ ０ に お
い て 、 図 １ の ア ン テ ナ １ ０ と 同 様 の 作 用 を 果 た す 部 位 に は 同 じ 符 号 を 付 す 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
本 実 施 形 態 の 周 波 数 共 用 ア ン テ ナ ７ ０ は 、 逆 Ｆ 型 の 第 １ ア ン テ ナ 素 子 １ １ と 、 ２ つ の 逆 Ｌ
型 の 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 １ ２ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
こ の 様 に ２ つ の 長 さ の 略 等 し い 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 １ ２ を 設 け る こ と に よ り 、 第 ２ ア ン テ ナ
素 子 １ ２ の 無 線 周 波 数 帯 域 の 更 な る 拡 大 を 図 る こ と が で き る 。 更 に 、 ３ つ 以 上 の 長 さ の 略
等 し い 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 １ ２ を 並 設 す れ ば 、 無 線 周 波 数 帯 域 を よ り 拡 大 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ５ ９ 】
図 １ １ は 、 本 発 明 の 周 波 数 共 用 ア ン テ ナ の 第 ８ 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ る 。 尚 、 図 １ １ に お
い て 、 図 １ の ア ン テ ナ １ ０ と 同 様 の 作 用 を 果 た す 部 位 に は 同 じ 符 号 を 付 す 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
本 実 施 形 態 の 周 波 数 共 用 ア ン テ ナ ８ ０ は 、 逆 Ｆ 型 の 第 １ ア ン テ ナ 素 子 １ １ と 、 逆 Ｌ 型 の 第
２ ア ン テ ナ 素 子 １ ２ と 、 逆 Ｌ 型 の 第 ３ ア ン テ ナ 素 子 ８ １ と を 備 え て い る 。 逆 Ｌ 型 の 第 ３ ア
ン テ ナ 素 子 ８ １ は 、 ｘ 方 向 に 延 び る 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 ８ ２ と 、 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 ８ ２ の 一
端 ８ ２ ａ を グ ラ ン ド 面 Ｇ に 接 続 す る 逆 Ｌ 型 用 第 ２ 導 体 ８ ３ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
こ の 逆 Ｌ 型 の 第 ３ ア ン テ ナ 素 子 ８ １ も 第 １ ア ン テ ナ 素 子 １ １ に 適 宜 に 接 近 さ せ て 、 第 １ 及
び 第 ３ ア ン テ ナ 素 子 １ １ ， ８ １ を 結 合 さ せ 、 第 ３ ア ン テ ナ 素 子 ８ １ の 共 振 周 波 数 を 第 １ 及
び 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 １ １ ， １ ２ の 共 振 周 波 数 と 共 に １ つ の 給 電 点 Ｖ ａ ｃ を 通 じ て 利 用 す る
。
【 ０ ０ ６ ２ 】
こ の 逆 Ｌ 型 の 第 ３ ア ン テ ナ 素 子 ８ １ の 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 ８ ２ と 逆 Ｌ 型 用 第 ２ 導 体 ８ ３ の 長
さ の 和 は 、 第 １ ア ン テ ナ 素 子 １ １ の 逆 Ｆ 型 用 第 １ 導 体 １ ３ と 逆 Ｆ 型 用 第 ２ 導 体 １ ４ の 長 さ
の 和 、 及 び 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 １ ２ の 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体 １ ６ と 逆 Ｌ 型 用 第 ２ 導 体 １ ７ の 長 さ
の 和 の い ず れ と も 異 な る 。 従 っ て 、 第 ３ ア ン テ ナ 素 子 ８ １ の 共 振 周 波 数 は 、 第 １ 及 び 第 ２
ア ン テ ナ 素 子 １ １ ， １ ２ の 共 振 周 波 数 の い ず れ と も 異 な る 。 こ の た め 、 こ の 周 波 数 共 用 ア
ン テ ナ ８ ０ を 第 １ 、 第 ２ 、 及 び 第 ３ ア ン テ ナ 素 子 １ １ ， １ ２ ， ８ １ の 共 振 周 波 数 に 対 応 す
る ３ つ の 無 線 周 波 数 帯 域 で 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
ま た 、 ア ン テ ナ 素 子 と し て 、 第 １ 及 び 第 ２ 導 体 の 長 さ の 和 が 他 の 各 ア ン テ ナ 素 子 と は 異 な
る も の を 更 に 付 加 す れ ば 、 送 受 信 で き る 無 線 周 波 数 帯 域 の 数 を 更 に 増 や す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
尚 、 本 発 明 は 、 上 記 各 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 多 様 に 変 形 す る こ と が で き る
。 例 え ば 、 上 記 各 実 施 形 態 を 適 宜 に 組 み 合 わ せ て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た 様 に 本 発 明 に よ れ ば 、 第 １ ア ン テ ナ 素 子 を 逆 Ｆ 型 に 設 定 し 、 第 ２ ア ン テ ナ 素
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子 を 逆 Ｌ 型 に 設 定 し た こ と か ら 、 こ れ ら の ア ン テ ナ 素 子 を 相 互 に 接 近 さ せ て 設 置 す る こ と
が で き 、 設 置 ス ペ ー ス を 小 さ く す る こ と が で き る 。 ま た 、 第 １ 及 び 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 を 適
宜 に 接 近 さ せ て 、 こ れ ら の ア ン テ ナ 素 子 を 結 合 さ せ る の で 、 こ れ ら の ア ン テ ナ 素 子 の 共 振
周 波 数 を １ つ の 給 電 点 を 通 じ て 利 用 す る こ と が で き る 。 更 に 、 第 １ ア ン テ ナ 素 子 が 逆 Ｆ 型
で あ る の で 、 逆 Ｆ 型 用 第 ３ 導 体 の 位 置 を 調 整 す る こ と に よ り 、 こ の 周 波 数 共 用 ア ン テ ナ の
イ ン ピ ー ダ ン ス マ ッ チ ン グ を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
ま た 、 第 １ 及 び 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 の 少 な く と も 一 方 の 先 端 に ル ー プ や パ ッ チ を 設 け た り 、
第 １ ア ン テ ナ 素 子 や 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 の 各 導 体 を 板 状 に し て い る の で 、 無 線 周 波 数 帯 域 を
広 げ る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 周 波 数 共 用 ア ン テ ナ の 第 １ 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 周 波 数 共 用 ア ン テ ナ の 特 性 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ３ 】 （ ａ ） 及 び （ ｂ ） は 、 　 図 １ の 第 １ 及 び 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 の 配 置 態 様 の 一 例 を 示
す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 （ ａ ） 及 び （ ｂ ） は 、 　 図 １ の 第 １ 及 び 第 ２ ア ン テ ナ 素 子 の 配 置 態 様 の 他 の 例 を
示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 周 波 数 共 用 ア ン テ ナ の 第 ２ 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 周 波 数 共 用 ア ン テ ナ の 第 ３ 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 周 波 数 共 用 ア ン テ ナ の 第 ４ 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 周 波 数 共 用 ア ン テ ナ の 第 ５ 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 周 波 数 共 用 ア ン テ ナ の 第 ６ 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 周 波 数 共 用 ア ン テ ナ の 第 ７ 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 周 波 数 共 用 ア ン テ ナ の 第 ８ 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 従 来 の ア ン テ ナ の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ ， ２ ０ ， ３ ０ ， ４ ０ ， ５ ０ ， ６ ０ ， ７ ０ ， ８ ０ 　 　 周 波 数 共 用 ア ン テ ナ
１ １ 　 　 逆 Ｆ 型 の 第 １ ア ン テ ナ 素 子
１ ２ ， ２ １ ， ３ １ ， ４ １ ， ５ １ ， ６ １ 　 　 逆 Ｌ 型 の 第 ２ ア ン テ ナ 素 子
１ ３ 　 　 逆 Ｆ 型 用 第 １ 導 体
１ ４ 　 　 逆 Ｆ 型 用 第 ２ 導 体
１ ５ 　 　 逆 Ｆ 型 用 第 ３ 導 体
１ ６ ， ２ ２ ， ３ ２ ， ４ ２ ， ５ ２ ， ６ ２ ， ８ ２ 　 　 逆 Ｌ 型 用 第 １ 導 体
１ ７ ， ２ ３ ， ３ ３ ， ４ ３ ， ５ ３ ， ６ ３ ， ８ ３ 　 　 逆 Ｌ 型 用 第 ２ 導 体
２ ４ 　 　 ル ー プ
３ ４ 　 　 パ ッ チ
８ １ 　 　 第 ３ ア ン テ ナ 素 子

10

20

30

(9) JP 2004-129062 A 2004.4.22



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

(10) JP 2004-129062 A 2004.4.22



【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

(11) JP 2004-129062 A 2004.4.22


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

